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この装置は、FCC 規則のパート 15 に準拠しています。操作は以下の 2 つの条件に従い
ます： 

（1）本装置は有害な干渉を発生しない。および 
（2）本装置は、予想外の動作を引き起こす可能性のある干渉を含め、受信		    

したすべての干渉を受け入れる。

米国カリフォルニア州のみ
このマザーボードに採用されたリチウム電池は、カリフォルニア州議会で可決されたベ
ストマネジメントプラクティス（BMP）で規制される有害物質、過塩素酸塩を含んでいま
す。米国カリフォルニア州でリチウム電池を廃棄する場合は、関連する規制に従って行っ
てください。

「過塩素酸塩物質 - 特別な処理が適用される場合があります。詳しくは、 
www.dtsc.ca.gov/hazardouswaste/perchlorate をご覧ください」 

ASRock ウェブサイト : http://www.asrock.com



オーストラリアのみ
弊社の製品にはオーストラリア消費者法の下で除外できない保証が付いています。
購入者は、重大な故障に対しては交換または返金、および、その他の合理的に予見可
能な損失または損害に対しては補償を受ける権利を有します。また、製品が許容でき
る品質を満たさない場合、または、故障が重大な故障にあたらない場合は、購入者は
製品を修理または交換する権利を有します。ご不明な点がありましたら ASRock まで
お問い合わせください : 電話番号 +886-2-28965588 内線 123 （標準的な国際通話
料金が適用されます） 	
HDMI® および HDMI ハイデフィニションマルチメディアインターフェース、ならび
に HDMI のロゴは、米国およびその他の国における HDMI Licensing LLC の商
標または登録商標です。

Intel エンドユーザー使用許諾契約
重要：本ライセンスをコピー、インストール、使用する前に

お読みください。ライセンシーは、Intel のソフトウェア（付随資料を含め、以下「本
ソフトウェア」）を変更せずにバイナリ形式（付随する）で複製する権利を有し、
かかる複製はライセンシー個人の使用に供することのみを目的とし、商業利用を目
的としないものとします。本ソフトウェアは、本ソフトウェアの対象となる、Intel
製品を使用した機器との関連で使用されることを意図して、以下の条件に基づいて
提供されます。

(a) ライセンシーは、本ソフトウェアを部分的にも開示、配布、譲渡することはで
きず、貴殿は、本ソフトウェアが許可なく複製されることを阻止することに合意し
ます。

(b) ライセンシーは、本ソフトウェアのリバースエンジニアリング、逆コンパイル、
逆アセンブルはできません。

(c) ライセンシーは、本ソフトウェアをサブライセンスすることはできません。

(d) 本ソフトウェアは、サードパーティーサプライヤーのソフトウェアや他の知的
財産を含む場合があり、その一部は同梱のライセンステキストファイルや、他のテ
キストまたはファイルの情報により特定されており、その使用が許諾されていま
す。

(e)Intel は、本ソフトウェアに関してサポート、技術支援、アップデートを提供す
る義務を負いません。

本ソフトウェアと著作権の所有権本ソフトウェアの複製に関する全ての権利は
Intel、またはかかるライセンサーもしくはサプライヤーに帰属します。本ソフトウ
ェアは、米国およびその他の国の法律、また国際条約の条項により、その著作権が
保護されています。ライセンシーは、本ソフトウェアに付された著作権表示を取り
外さないものとします。上記で別途明示的に規定されている場合を除き、Intel は自
己の特許、著作権、商標権、その他の知的所有権に基づく権利を、明示的にも黙示
的にも供与しません。本ライセンスの譲渡がなされることにより、ライセンシーは
本ソフトウェアを使用する権利を喪失します。

保証に関する免責事項本ソフトウェアは「現状のまま」提供され、いかなる特定の
目的への商品性や適切性を含むが、それらに限定されない一切の保証は、明示的に
も黙示的にも提供されません。



責任の制限 Intel、そのライセンサーまたはサプライヤーは、本契約に基づく、また
はそれ以外の場合に起こり得る、いかなる利益の損失、使用不能、または事業の停
止、もしくは、間接的、特別、偶発的、または結果的な損害について、事前にかか
る発生の可能性について知らされていた場合でも、何ら責任を負いません。

コメントや提案の使用許諾ライセンシーは、本契約によって、本ソフトウェアにつ
いてコメントや提言を行う義務を負いません。しかし、ライセンシーが、(a) 本ソ
フトウェア、または (b) 本ソフトウェアで稼働する Intel の製品やプロセスについ
て、修正、訂正、改善、強化を目的としたコメントや提言を行う場合、かかるライ
センシーは、Intel に対し、ライセンシーの知的所有権に基づき、かかるコメントや
提言を利用し、自己の製品に取り入れるなどして利用する、非独占、世界的、永続
的、取消不能、譲渡可能、かつ著作権使用料無料のライセンスを供与し、またサブ
ライセンスする権利を供与するものとします。

本ライセンスの終了ライセンシーが関連する規約に違反した場合、Intel および
Intel のサブライセンサーは、かかるライセンシーへの使用許諾を終了する場合があ
ります。使用許諾が終了したライセンシーは、直ちに本ソフトウェアの複製を全て
破棄するか、もしくは返還するものとします。

サードパーティの受益者 Intel は、エンドユーザライセンス契約の対象となる受益
者であり、自己の規約のすべてを執行する権利を有します。

米国政府により制限される権利本ソフトウェアは、48 C.F.R. 12.212 および 48 C.F.R 
227.7202-1 ～ 227.7202-4 に適合する、市販のコンピューターソフトウェアや市販
のコンピューターソフトウェアの付随資料（48 C.F.R. 12.212 の定義による）で構成
される市販品（48 C.F.R. 2.101 の定義による）です。貴殿は、本ソフトウェアを米
国政府に提供しないものとします。請負業者または製造業者は Intel Corporation（住
所：2200 Mission College Blvd., Santa Clara, CA 95054）です。

輸出法ライセンシーは、ライセンシー自身およびライセンシーの子会社が、米国商
務省または米国の政府当局および省、もしくは米国の輸出先の国が輸出ライセンス
または政府許可の対象とする国に、まずかかるライセンスや許可を得ることなく、
直接的もしくは間接的に、本ソフトウェアを輸出または再輸出しないことに合意し
ます。ライセンシーが、米国から本ソフトウェアを輸出、もしくはその他の国から
再輸出する場合、ライセンシーは、かかる本ソフトウェアの流通、輸出、再輸出、
または輸入が、米国または他国の法律、規制、指令、輸出管理規則で規定するその
他の制限に準拠していることを、確認するものとします。

適用法本契約の内容や、本契約に関連して起こり得る一切の紛争は、抵触法の原則
によらず、米国およびデラウェア州の法律が適用されます。本契約の当事者は、国
際物品売買契約に関する国際連合条約（1980 年）の適用を排除します。本契約の
内容や、本契約に関連して起こり得る一切の紛争は、米国デラウェア州の連邦裁判
所およびデラウェア州立裁判所の独占的管轄権に服するものとします。本契約の当
事者は、これらの裁判所の対人管轄権と裁判地に合意するものとします。本項で定
める裁判所にて相手方当事者を提訴する当事者は、両当事者に管轄権を持つ他のい
かなる裁判所においても、同様の提訴を行うことができます。

ライセンシーが持つ特定の権利は、国により異なります。
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H510M-HDV/M.2

第 1 章  はじめに
ASRock H510M-HDV/M.2 シーリーズマザーボードは、ASRock の一貫した厳格
な品質管理の下で製造された信頼性の高いマザーボードです。ASRock の品質
と耐久性の取り組みに準拠した堅牢な設計を持つ、優れたパフォーマンスを提供
します。

この文書の第 1 章と第 2 章には、マザーボードの説明とステップ毎のイン
ストールガイドが記載されています。第 3 章には、ソフトウェアとユーティ
リティーの操作ガイドが含まれています。第 4 章には、BIOS セットアップの
設定ガイドが含まれています。

1.1  パッケージの内容
•	 ASRock H510M-HDV/M.2 マザーボード（Micro ATX フォームファクタ）
•	 ASRock H510M-HDV/M.2 クイックインストールガイド 
•	 ASRock H510M-HDV/M.2 サポート CD  
•	 2 x シリアル ATA（SATA）データケーブル（オプション）
•	 1 x M.2 ソケット用ねじ （オプション）
•	 1 x I/O パネルシールド

マザーボードの仕様と BIOS ソフトウェアは更新されることがあるため、こ
のマニュアルの内容は予告なしに変更することがあります。このマニュアル
の内容に変更があった場合には、更新されたバージョンは、予告なくASRock
のウェブサイトから入手できるようになります。このマザーボードに関する
技術的なサポートが必要な場合には、ご使用のモデルについての詳細情報
を、当社のウェブサイトで参照ください。ASRock のウェブサイトでは、最新
の VGA カードおよび CPU サポート一覧もご覧になれます。ASRock ウェブサイ
ト http://www.asrock.com.
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1.2  仕様

プラット 
フォーム

•	 マイクロ ATX フォームファクター
•	 固体コンデンサ設計

CPU •	 第 10 世代 Intel® CoreTM プロセッサおよび第 11 世代 Intel® 
CoreTM プロセッサ (LGA1200) をサポートします

•	 5 電源フェーズ設計
•	 Intel® ターボブースト Max テクノロジー 3.0 に対応

チップセット •	 Intel® H510

メモリ •	 デュアルチャンネル DDR4 メモリ機能
•	 2 x DDR4 DIMM スロット
•	 DDR4 3200(OC)/2933/2800/2666/2400/2133 ノン ECC、アン

バッファードメモリに対応
 * 第 11 世代 Intel® CoreTM (i9/i7/i5) は、最大 3200(OC) までの 
DDR4 をサポートします。CoreTM (i3)、Pentium® および Celeron® 
は、最大 2666 までの DDR4 をサポートします。  
 * 第 10 世代 Intel® CoreTM (i9/i7) は、最大 2933 までの DDR4 を
サポートします。CoreTM (i5/i3)、Pentium® および Celeron® は、最
大 2666 までの DDR4 をサポートします。  
 * 詳細については、ASRock ウェブサイトのメモリーサポート一覧
を参照してください。 (http://www.asrock.com/)
•	 ECC UDIMM メモリモジュールに対応（non-ECC モードで動作）
•	 システムメモリの最大容量： 64GB
•	 Intel® エクストリームメモリプロファイル (XMP) 2.0 に対応

拡張スロット 第 11 世代 Intel® CoreTM プロセッサ
•	 1 x PCI Express 4.0 x16 スロット *

第 10 世代 Intel® CoreTM プロセッサ
•	 1 x PCI Express 3.0 x16 スロット *

* 起動ディスクとして NVMe SSD に対応
•	 1 x PCI Express 3.0 x1 スロット
•	 1 x M.2 ソケット (Key E)、WiFi-802.11ac モジュールがバンドル

されています
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H510M-HDV/M.2

グラフィックス •	 Intel® UHD グラフィックス内蔵ビジュアルおよび VGA 出力は、
GPU に統合されたプロセッサーのみでサポートされます。  

•	 第 11 世代 Intel® CoreTM プロセッサは、Intel® Xe グラフィッ
クスアーキテクチャ (Gen 12) をサポートします。第 10 世代 
Intel® CoreTM プロセッサは、第 9 世代グラフィックスをサポー
トします

•	 グラフィック、メディアおよびコンピュート : Microsoft DirectX 
12、OpenGL 4.5、インテル ® ビルトイン・ビジュアル、インテル
® クイック・シンク・ビデオ、ハイブリッド / スイッチャブル・グラ
フィックス、OpenCL 2.1

•	 ディスプレイおよびコンテンツのセキュリティ : Rec. 2020 
(Wide Color Gamut)、Microsoft PlayReady 3.0、UHD/HDR 
Blu-ray ディスク

•	 3 つのグラフィックス出力オプション : D-Sub、DVI-D、HDMI 
* 最大 2 台のディスプレイを同時に対応します
•	 HDMI 2.0 テクノロジーに対応、最大解像度 4K x 2K 

(4096x2160) @ 60Hz
•	 DVI-D に対応、最大解像度 1920x1200 @60Hz
•	 D-Sub に対応、最大解像度 1920x1200 @60Hz
•	 HDMI 2.0 ポートでオートリップシンク、ディープカラー 

(12bpc)、xvYCC、および、HBR（高ビットレートオーディオ）に対
応（HDMI 対応モニターが必要です）

•	 DVI-D ポートと HDMI 2.0 ポートで HDCP 2.3 に対応 
* 第 11 世代 Intel® CoreTM プロセッサは、HDMI 2.0 をサポートし
ます。第 10 世代 Intel® CoreTM プロセッサは、HDMI 1.4 をサポー
トします。 

オーディオ •	 7.1 CH HD オーディオ (Realtek ALC897 Audio Codec)  
•	 サージ保護に対応

LAN •	 ギガビット LAN 10/100/1000 Mb/s
•	 ギガ PHY Intel® I219V
•	 Wake-On-LAN（ウェイク オン ラン）に対応   
•	 雷 / 静電気放電 (ESD) 保護に対応
•	 エネルギー効率のよいイーサネット 802.3az をサポート
•	 PXE をサポート
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ワイヤレス
LAN

•	 Intel® 802.11ac WiFi モジュール 
•	 IEEE 802.11a/b/g/n/ac をサポート
•	 デュアルバンド（2.4/5 GHz）をサポート
•	 最高 433 Mbps の高速ワイヤレス接続をサポート
•	 ブルートゥース 4.2/3.0 + ハイスピードクラス II をサポート

リアパネル 
I/O

•	 2 x アンテナポート
•	 1 x PS/2 キーボードポート 
•	 1 x PS/2 マウスポート 
•	 1 x D-Sub ポート
•	 1 x DVI-D ポート
•	 1 x HDMI ポート 
•	 2 x USB 2.0 ポート（静電気放電 (ESD) 保護に対応）
•	 2 x USB 3.2 Gen1 ポート（静電気放電 (ESD) 保護に対応）
•	 LED 付き 1 x RJ-45 LAN ポート（ACT/LINK LED と SPEED LED）
•	 HD オーディオジャック : ラインイン / フロントスピーカー / マ

イク 

ストレージ •	 4 x SATA3 6.0 Gb/s コネクタ、Intel ラピッドストレージテクノロ
ジ 18、NCQ、AHCI およびホットプラグに対応

* SATA タイプ M.2 デバイスで M2_1 を使用している場合は、 
SATA3_0 は無効になります。
•	 1 x Ultra M.2 ソケット（M2_1）、M Key タイプ 2260/2280 M.2 

SATA3 6.0 Gb/s モジュール、および、最大 Gen3 x4 (32 Gb/s) 
までの M.2 PCI Express モジュールに対応 *

* 起動ディスクとして NVMe SSD に対応
* ASRock U.2 キットに対応

コネクタ •	 1 x COM ポートヘッダー
•	 1 x SPI TPM ヘッダー  
•	 1 x シャーシイントルージョンとスピーカーヘッダー
•	 1 x アドレサブル LED ヘッダー
•	 1 x CPU ファンコネクタ（4 ピン） 

* CPU ファンコネクタは最大 1A (12W) の電力の CPU ファンに対
応します。 
•	 1 x シャーシファンコネクタ（4 ピン）

* シャーシファンは最大 1A (12W) の出力のシャーシファンに対応
します。 
•	 1 x シャーシ / ウォーターポンプファンコネクタ（4 ピン）（スマ

ートファン速度制御）
* シャーシ / ウォーターポンプファンは最大 2A (24W) の出力のウ
ォータークーラーに対応します。 
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BIOS 設定の調整、アンタイドオーバークロックテクノロジーの適用、サードパーティの 
オーバークロックツールの使用などを含む、オーバークロックには、一定のリスクを伴い
ますのでご注意ください。 オーバークロックするとシステムが不安定になったり、システ
ムのコンポーネントやデバイスが破損することがあります。 ご自分の責任で行ってくださ
い。 弊社では、オーバークロックによる破損の責任は負いかねますのでご了承ください。

 * 商品詳細については、当社ウェブサイトをご覧ください。 http://www.asrock.com

* CHA_FAN1/WP は 3 ピンまたは 4 ピンファンが使用されている
かどうかを自動検出できます。
•	 1 x 24 ピン ATX 電源コネクタ 
•	 1 x 8 ピン 12V 電源コネクタ 
•	 1 x 前面パネルオーディオコネクタ 
•	 1 x USB 2.0 ヘッダー（2 つの USB 2.0 ポートに対応））（静電気

放電（ESD）保護に対応）
•	 1 x USB 3.2 Gen1 ヘッダー（2 つの USB 3.2 Gen1 ポートに対

応）（静電気放電 (ESD) 保護に対応）

BIOS 機能 •	 AMI UEFI Legal BIOS、多言語 GUI サポート付き 
•	 ACPI 6.0 準拠ウェイクアップイベント
•	 SMBIOS 2.7 サポート
•	 CPU コア / キャッシュ、CPU GT、VCCSA、DRAM、VCCIO、

VCCST、VCCIN AUX 電圧マルチ調整

ハードウェア
モニター

•	 ファンタコメータ : CPU、シャーシ、シャーシ / ウォーターポン
プファン  

•	 静音ファン（CPU 温度に従ってシャーシファン速度を自動調整）: 
CPU、シャーシ、シャーシ / ウォーターポンプファン 

•	 ファンマルチ速度制御 : CPU、シャーシ、シャーシ / ウォーター
ポンプファン 

•	 ケース開閉検知
•	 電圧監視 : CPU Vcore、+12V、+5V、+3.3V

OS •	 Microsoft® Windows® 10 64-bit 

認証 •	 FCC、CE
•	 ErP/EuP Ready（ErP/EuP 対応電源供給装置が必要です）
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1.3 マザーボードのレイアウト
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番号 説明
1 ATX 12V 電源コネクタ（ATX12V1）
2 CPU ファンコネクタ（CPU_FAN1）
3 2 x 288 ピン DDR4 DIMM スロット（DDR4_A1、DDR4_B1）
4 シャーシファンコネクタ (CHA_FAN2)

5 ATX 電源コネクタ（ATXPWR1）

6 USB 3.2 Gen1 ヘッダー (USB3_3_4)
7 SATA3 コネクタ（SATA3_1）( 下側）
8 SATA3 コネクタ（SATA3_0）( 上側 )
9 システムパネルヘッダー（PANEL1）

10 SATA3 コネクタ（SATA3_3）
11 SATA3 コネクタ（SATA3_2）
12 クリア CMOS ジャンパー（CLRMOS1）
13 SPI TPM ヘッダー (SPI_TPM_J1)
14 USB 2.0 ヘッダー（USB_5_6）
15 シリアルポートヘッダー（COM1）
16 シャーシイントルージョンとスピーカーヘッダー (SPK_CI1)
17 フロントパネルオーディオヘッダー（HD_AUDIO1）
18 シャーシ / ウォーターポンプファンコネクタ (CHA_FAN1/WP)
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1.4  I/O パネル

番号 説明 番号 説明
1 D-Sub ポート 7 USB 2.0 ポート（USB_34）

2 PS/2 マウスポート 8 USB 3.2 Gen1 ポート（USB3_12）
3 LAN RJ-45 ポート * 9 USB 2.0 ポート（USB_1_2)

4 ライン入力（明るい青色）** 10 PS/2 キーボードポート
5 フロントスピーカー（ライム色）** 11 DVI-D ポート
6 マイクロフォン（ピンク色）** 12 HDMI ポート

* 各 LAN ポートにそれぞれ 2 つの LED があります。LAN ポートの LED 表示については下の表を参照してく
ださい。

アクティビティ / リンク LED 速度 LED
状態 説明 状態 説明
消灯 リンクなし 消灯 10Mbps 接続
点滅 データアクティビティ オレンジ色 100Mbps 接続
点灯 リンク 緑色 1Gbps 接続

アクティビティ / リンク LED

速度 LED

LAN ポート

12 671011

5
4

2 3

9

1

8
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** 7.1 チャンネル設定のオーディオポートの機能 :

ポート 機能
明るい青色（リアパネル） リアスピーカー出力
ライム色（リアパネル） フロントスピーカー出力
ピンク色（リアパネル） セントラル / サブウーファースピーカー出力
ライム色（フロントパネル） サイドスピーカー出力
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これは マイクロ ATX フォームファクタのマザーボードです。マザーボード
を取付ける前に、ケースに取付できるフォームファクター（サイズ）を確認
し、マザーボードを取り付けることができることを確認してください。

取り付け前の注意事項
マザーボードコンポーネントを取り付けたり、マザーボードの設定を変更す
る前に、次の注意事項をよくお読みください。
•	 マザーボードを設置 / 取り外しをする場合は、必ず電源コードが抜いてくださ

い。電源コードが繋がれたままで作業を行うと、怪我をしたり、マザーボード
が破損する可能性がございます。

•	 静電気によってマザーボードの部品が破損することを防止するために、マザー
ボードはカーペットの上に置かないでください。また、静電気防止リストスト
ラップを着用するか、または、部品を取り扱う前に静電気除去オブジェクトに
触れてください。

•	 基板の端をつかんでください。IC には触れないでください。
•	 マザーボードを取り外す場合は、取り外したマザーボードを接地した静電気防

止パッドの上に置くか、商品に付属している袋に入れてください。
•	 マザーボードをシャーシに固定する為にねじを使う場合は、ねじを締め付けす

ぎないでください。ねじを締め付けすぎると、マザーボードが破損することが
あります。

第 2 章  取り付け
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2.1  CPU を取り付ける

1.	 1200 ピン CPU をソケットに挿入する前に、PnP キャップ がソケット上にあること、
CPU 表面に汚れがないこと、または、ソケット内に曲がったピンがないことを確認し
てください。PnP キャップがソケット上になかったり、CPU 表面が汚れていたり、または、
ソケット内に曲がったピンがある場合は、CPU を無理にソケット内に挿入しないでく
ださい。CPU を無理にソケット内に挿入すると、CPU の甚大な破損につながります。

2.	 CPU を取り付ける前に、すべての電源ケーブルを取り外してください。

1

2

A

B
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プロセッサーを取り外した場合は、カバーを保管して取り付け直してください。アフター
サービスのためにマザーボードを返品する場合は、カバーを必ず取り付けてください。
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2.2  CPU ファンとヒートシンクを取り付ける

1 2

CPU_FAN
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2.3  メモリモジュール (DIMM) を取り付ける

1

2

3
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このマザーボードには 2 つの 288 ピン DDR4 ( ダブルデータレート 4) DIMM ス
ロットが装備されており、デュアルチャンネルメモリ技術に対応します。

DIMM は 1 つの正しい方向にしか取り付けることができません。DIMM を間違っ
た方向に無理に挿入すると、マザーボードと DIMM の損傷につながります。

1.	 デュアルチャンネルメモリ設定のために、同一 ( 同じブランド、同じ速度、同じサ
イズ、同じチップタイプ ) の DDR4 DIMM を 1 組取り付ける必要があります。

2.	 1 つのメモリモジュールが取り付けられている場合は、デュアルチャンネルメモ
リテクノロジーを有効にできません。

3.	 DDR、DDR2 または DDR3 メモリモジュールは DDR4 スロットに取り付けること
はできません。取り付けると、マザーボードと DIMM が破損することがあります。
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2.4  フロントパネルオーディオヘッダーの接続

A B C D

1

2

Power SW (-) RESET SW (+)

HDD LED (-)

HDD LED (+)

12

910

RESET SW (-)Power SW (+)

Power LED (-)

Power LED (+)
A

B

C

D

PANEL1

HD
D L

ED

RE
SE

T S
W



日
本
語

18

2.5  I/O パネルシールドを取り付ける
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2.6  マザーボードを取り付ける
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2.7 SATA ドライブを取り付ける
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2.8  グラフィックスカードを取り付ける

1
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拡張スロット (PCI Express スロット ) 
このマザーボードには 2 つの PCI Express スロットが装備されています。

PCIe スロット : 

第 11 世代 Intel® CoreTM プロセッサ :
PCIE1（PCIe 4.0 x16 スロット）は PCI Express x16 レーン幅グラフィックスカード向
けに使用します。
PCIE2（PCIe 3.0 x1 スロット）は PCI Express x 1 レーン幅カード向けに使用します。

第 10 世代 Intel® CoreTM プロセッサ
PCIE1（PCIe 3.0 x16 スロット）は PCI Express x16 レーン幅グラフィックスカード向
けに使用します。
PCIE2（PCIe 3.0 x1 スロット）は PCI Express x 1 レーン幅カード向けに使用します。

拡張カードを取り付ける前に、電源供給が切断されていること、または、電源コー
ドが取り外されていることを確認してください。取り付け作業を始める前に、拡
張カードに添付されている文書を読んで、カード用に必要なハードウェア設定を
行ってください。
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2.9  周辺機器を接続する
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2.10  電源コネクタを接続する
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2.11  電源オン
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2.12  ジャンパー設定
このイラストは、ジャンパーの設定方法を示しています。ジャンパーキャップがピ
ンに被さっていると、ジャンパーは「ショート」です。ジャンパーキャップがピンに
被さっていない場合には、ジャンパーは「オープン」です。 

クリア CMOS ジャンパー（CLRMOS1）（p.6、No. 12 参照）
CLRMOS1 は、CMOS のデータをクリアすることができます。CMOS のデータには、
システムパスワード、日付、時間、システム設定パラメーターなどのシステム設
定情報が含まれます。消去して、デフォルト設定にシステムパラメーターをリセッ
トするには、コンピューターの電源を切り、電源コードを抜き、ジャンパーキャッ
プを使用して、CLRMOS1 のピンに 3 秒間ショートします。CMOS をクリアした
後は、ジャンパーキャップを取り外すのを忘れないようにしてください。BIOS を
アップデート後、CMOS をクリアする必要があれば、最初にシステムを起動し、
それから CMOS クリアアクションを行う前にシャットダウンしてください。

CLRMOS1

2 ピンジャンパー

CMOS をクリアすると、ケースの開閉が検知されることがあります。以前のシャー
シイントルージョンステータス記録を消去するには、BIOS オプションから「Clear 
Status（ステータスの消去）」で調整してください。
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2.13  オンボードのヘッダーとコネクター

システムパネルヘッダー
（9 ピン PANEL1）（p.6、 No. 9 参照）

電源スイッチを接続し、スイッチをリセットし、下記のピン割り当てに従って、
シャーシのシステムステータス表示ランプをこのヘッダーにセットします。ケー
ブルを接続するときには、ピンの＋と－に気をつけてください。

PANEL1

PWRBTN（電源スイッチ）： 
シャーシ前面パネルの電源スイッチに接続してください。電源スイッチを使用し
て、システムをオフにする方法を設定できます。
RESET（リセットスイッチ）： 
シャーシ前面パネルのリセットスイッチに接続してください。コンピューターがフ
リーズしたり、通常の再起動を実行できない場合には、リセットスイッチを押して、
コンピューターを再起動します。
PLED（システム電源 LED）： 
シャーシ前面パネルの電源ステータスインジケーターに接続してください。シス
テム稼働中は、LED が点灯します。システムが S1/S3 スリープ状態の場合には、
LED は点滅を続けます。システムが S4 スリープ状態または電源オフ（S5）のとき
には、LED はオフです。
HDLED（ハードドライブアクティビティ LED）： 
シャーシ前面パネルのハードドライブアクティビティ LED に接続してください。
ハードドライブのデータを読み取りまたは書き込み中に、LED はオンになります。

前面パネルデザインは、シャーシによって異なることがあります。前面パネルモ
ジュールは、主に電源スイッチ、リセットスイッチ、電源 LED、ハードドライブアクティ
ビティ LED、スピーカーなどから構成されます。シャーシの前面パネルモジュール
とこのヘッダーを接続する場合には、配線の割り当てと、ピンの割り当てが正しく
合致していることを確かめてください。

オンボードヘッダーとコネクターはジャンパーではありません。これらヘッダーと
コネクターにはジャンパーキャップを被せないでください。ヘッダーおよびコネク
ターにジャンパーキャップを被せると、マザーボードに物理損傷が起こることが
あります。

H
5
1
0
M
-H

D
V
/
M
.2

GND

RESET#

PWRBTN#

PLED-

PLED+

GND

HDLED-

HDLED+

1

GND



日
本
語

29

H510M-HDV/M.2

シャーシイントルージョンとスピーカーヘッダー
（7 ピン SPK_CI1）（p.6、No. 16 参照）
シャーシイントルージョンとシャーシスピーカーをこのヘッダーに接続してくだ
さい。

シリアル ATA3 コネクタ 
直角 :

（SATA3_0）（p.6、No. 8 参照）( 上側 )
（SATA3_1）（p.6、No. 7 参照）( 下側）

垂直 :
（SATA3_2）（p.6、No. 11 参照）
（SATA3_3）（p.6、No. 10 参照）
これら 4 つの SATA3 コネクタは最高 6.0Gb/s のデーター転送速度をサポートし、
内部ストレージデバイス用の SATA データーケーブルに対応致します。
* SATA タイプ M.2 デバイスで M2_1 を使用している場合は、 SATA3_0 は無効になり
ます。
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USB 2.0 ヘッダー
（9 ピン USB_5_6）（p.6、No. 14 参照）
このマザーボードには 1 つの  USB2.0 ヘッダーが装備されています。 この USB 
2.0 ヘッダーは、2 つのポートをサポートできます。

USB 3.2 Gen1 ヘッダー
（19 ピン USB3_3_4）（p.6、No. 6 参照）
このマザーボードには 1 つのヘッダーが装備されています。各 USB 3.2 Gen1
ヘッダーは、2 つのポートをサポートできます。
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フロントパネルオーディオヘッダー
（9 ピン HD_AUDIO1）（p.6、No. 17 参照）
このヘッダーは、フロントオーディオパネルにオーディオデバイスを接続するた
めのものです。 

HD_AUDIO1

1.	 ハイディフィニションオーディオはジャックセンシングをサポートしていますが、
正しく機能するためには、シャーシのパネルワイヤーが HDA をサポートしてい
ることが必要です。お使いのシステムを取り付けるには、当社のマニュアルおよ
びシャーシのマニュアルの指示に従ってください。

2.	 AC’97 オーディオパネルを使用する場合には、次のステップで、前面パネルオーディ
オヘッダーに取り付けてください。 
A. Mic_IN （MIC）を MIC2_L に接続します。 
B. Audio_R （RIN）を OUT2_R に、Audio_L （LIN）を OUT2_L に接続します。 
C. アース（GND）をアース（GND）に接続します。 
D. MIC_RET と OUT_RET は、HD オーディオパネル専用です。AC’97 オーディオパ
ネルではこれらを接続する必要はありません。 
E. フロントマイクを有効にするには、Realtek コントロールパネルの「FrontMic」タ
ブで、「録音音量」を調整してください。
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シャーシファンコネクタ
（4 ピン CHA_FAN2）（p.6、 No. 4 参照）
ファンケーブルはファンコネクターに接続し、黒線とアースピンを合わせてくださ
い。

シャーシ / ウォーターポンプファンコネクタ 
（4 ピン CHA_FAN1/WP) （p.6、No. 18 参照）
このマザーボードには 2 つの 4 ピン水冷却 シャーシがコネクタ用に装備されていま
す。3 ピンのシャーシウォータークーラーファンを接続する場合には、ピン 1-3 に接続し
てください。
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CPU ファンコネクタ
（4 ピン CPU_FAN1）（p.6、 No. 2 参照）
このマザーボードは 4 ピン CPU ファン（静音ファン）コネクタが装備されています。3 ピ
ンの CPU ファンを接続する場合には、ピン 1-3 に接続してください。

ATX 電源コネクタ
（24 ピン ATXPWR1）（p.6、No. 5 参照）
このマザーボードは 24 ピン ATX 電源コネクタが装備されています。20 ピンの
ATX 電源を使用するには、ピン 1 と 13 番に合わせて接続してください。
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ATX 12V 電源コネクタ
（8 ピン ATX12V1）（p.6、No. 1 参照）
このマザーボードは 8 ピン ATX12V 電源コネクタが装備されています。4 ピン
の ATX 電源を使用するには、ピン 1 と 5 番に合わせて接続してください。
* 警告 : 接続されている電源ケーブルが、グラフィックスカード用ではなく、CPU 用であ
ることを確認してください。 PCIe 電源ケーブルをこのコネクターに接続
しないでください。

SPI TPM ヘッダー
（13 ピン SPI_TPM_J1）（p.6、No. 13 参照）
このコネクタは SPI トラステッド・プラットフォーム・モジュール（TPM）シス
テムに対応するので、鍵、デジタル証明書、パスワード、データを安全に保管で
きます。TPM システムは、ネットワークセキュリティを強化して、デジタル証明
書を保護し、プラットフォームの完全性を保証します。
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シリアルポートヘッダー
（9 ピン COM1）（p.6、No. 15 参照）
この COM1 ヘッダーはシリアルポートモジュールをサポートします。
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2.14  M.2_SSD (NGFF) モジュール取り付けガイド (M2_1)
M.2 は次世代フォームファクタ（Next Generation Form Factor、NGFF）とも呼ばれ
ます。M.2 は小型の多目的カードエッジコネクタであり、mPCIe and mSATA に代わ
ることを目的とします。Ultra M.2 ソケット（M2_1）はタイプ M Key タイプ 2260/2280 M.2 
SATA3 6.0 Gb/s モジュール、および、最大 Gen3 x4 (32 Gb/s) までの M.2 PCI Express モ
ジュールに対応。

M.2_SSD (NGFF) モジュールを取り付ける

手順 1

M.2_SSD (NGFF) モジュールおよび
ねじを準備します。

手順 2

PCB のタイプと M.2_SSD (NGFF) の
長さに合わせて、一致するねじの位
置を選んでください。

1

2

AB

番号 1 2
ナットの場所 A B
PCB 長さ 6cm 8cm
モジュールのタイプ Type2260 Type 2280
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手順 3

モジュールのタイプと長さに基づ
いてスタンドオフを移動します。 
デフォルトでは、スタンドオフはナッ
ト位置 B にあります。デフォルトの
ナットを使用する場合は、手順 3 と
手順 4 をスキップして手順 5 に進
みます。 
その他の場合はスタンドオフを手
で緩めます。

手順 4

ねじに貼付されている黄色の保護
フィルムをはがします。デバイスを
取り付ける場所にあわせて、手でね
じを締めてください。 

手順 5

M.2 (NGFF) SSD モジュールを丁寧
に M.2 スロットに挿入します。  M.2 
(NGFF) SSD モジュールは 1 つの方
向にしか取り付けることができませ
ん。 

手順 6

ドライバでねじをしっかりと留めて
ください。しかし、きつく締めるすぎ
るとモジュールが破損する恐れが
あるのでご注意ください。

B A

B A

NUT1NUT2B

AB 20o

AB
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M.2_SSD (NGFF) モジュールサポート一覧 

ベンダー インターフェース 部品番号
ADATA SATA3 AXNS330E-32GM-B
ADATA SATA3 AXNS381E-128GM-B
ADATA SATA3 AXNS381E-256GM-B
ADATA SATA3 ASU800NS38-256GT-C
ADATA SATA3 ASU800NS38-512GT-C
ADATA PCIe3 x4 ASX7000NP-128GT-C
ADATA PCIe3 x4 ASX8000NP-256GM-C
ADATA PCIe3 x4 ASX7000NP-256GT-C
ADATA PCIe3 x4 ASX8000NP-512GM-C
ADATA PCIe3 x4 ASX7000NP-512GT-C
Apacer PCIe3 x4 AP240GZ280
Corsair PCIe3 x4 CSSD-F240GBMP500
Crucial SATA3 CT120M500SSD4
Crucial SATA3 CT240M500SSD4
Intel SATA3 Intel SSDSCKGW080A401/80G
Intel PCIe3 x4 SSDPEKKF256G7
Intel PCIe3 x4 SSDPEKKF512G7
Kingston SATA3 SM2280S3
Kingston PCIe3 x4 SKC1000/480G
Kingston PCIe2 x4 SH2280S3/480G
OCZ PCIe3 x4 RVD400 -M2280-512G (NVME)
PATRIOT PCIe3 x4 PH240GPM280SSDR NVME
Plextor PCIe3 x4 PX-128M8PeG
Plextor PCIe3 x4 PX-1TM8PeG
Plextor PCIe3 x4 PX-256M8PeG
Plextor PCIe3 x4 PX-512M8PeG
Plextor PCIe PX-G256M6e
Plextor PCIe PX-G512M6e
Samsung PCIe3 x4 SM961 MZVPW128HEGM (NVM)
Samsung PCIe3 x4 PM961 MZVLW128HEGR (NVME)
Samsung PCIe3 x4 960 EVO (MZ-V6E250) (NVME)
Samsung PCIe3 x4 960 EVO (MZ-V6E250BW) (NVME)
Samsung PCIe3 x4 SM951 (NVME)
Samsung PCIe3 x4 SM951 (MZHPV256HDGL)
Samsung PCIe3 x4 SM951 (MZHPV512HDGL)
Samsung PCIe3 x4 SM951 (NVME)
Samsung PCIe x4 XP941-512G (MZHPU512HCGL)
SanDisk PCIe SD6PP4M-128G
SanDisk PCIe SD6PP4M-256G
Team SATA3 TM4PS4128GMC105
Team SATA3 TM4PS4256GMC105
Team SATA3 TM8PS4128GMC105
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Team SATA3 TM8PS4256GMC105
TEAM PCIe3 x4 TM8FP2240G0C101
TEAM PCIe3 x4 TM8FP2480GC110
Transcend SATA3 TS256GMTS400
Transcend SATA3 TS512GMTS600
Transcend SATA3 TS512GMTS800
V-Color SATA3 VLM100-120G-2280B-RD
V-Color SATA3 VLM100-240G-2280RGB
V-Color SATA3 VSM100-240G-2280
V-Color SATA3 VLM100-240G-2280B-RD
WD SATA3 WDS100T1B0B-00AS40
WD SATA3 WDS240G1G0B-00RC30
WD PCIe3 x4 WDS256G1X0C-00ENX0 (NVME)
WD PCIe3 x4 WDS512G1X0C-00ENX0 (NVME)

M.2_SSD (NFGG) モジュールサポート一覧の最新の更新については、弊社のウェブサイ
トで詳細をご確認ください http://www.asrock.com 。
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第 3 章  ソフトウェアとユーティリティの操作 
3.1  ドライバをインストールする
マザーボードに付属しているサポート DVD には、必要なドライバ、および、マ
ザーボードの機能を強化する便利なユーティリティが含まれています。

サポート DVD を実行する
サポート DVD を使用するために、DVD を BD/DVD ドライブに挿入します。 コン
ピュータで「AUTORUN（自動実行）」が有効になっている場合は、DVD がメイン
メニューを自動的に表示します。 メインメニューが自動的に表示されない場合
は、サポート DVD 内のファイル「ASRSETUP.EXE」をダブルクリックしてメニュー
を表示します。

ドライバメニュー
システムと互換性のあるドライバが自動的に検出されて、サポート DVD ドライバ
ページに一覧表示されます。 Install All（すべてインストールする）をクリッ
クするか、または、上から下への順番で必要なドライバをインストールしてくだ
さい。 このようにインストールすることで、ドライバが正しく動作するように
します。

ユーティリティメニュー
ユーティリティメニューには、マザーボードが対応するアプリケーションソフト
ウェアが表示されます。 特定の項目をクリックして、インストールウィザード
に従ってインストールします。
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3.2  ASRock マザーボードユーティリティ (A-Tuning)
ASRock マザーボードユーティリティ (A-Tuning) は ASRock の多目的ソフトウェアスイート
です。新しいインターフェースを有し、数々の新しい機能が追加されており、ユーティリティが
改善されてました。

3.2.1  ASRock マザーボードユーティリティ(A-Tuning) をイン
ストールする
ASRock マザーボードユーティリティ (A-Tuning) を ASRock Live Update & APP Shop 
(ASRock ライブ更新と APP ショップ ) からダウンロードできます。インストール後、デスクトッ
プに「ASRock マザーボードユーティリティ (A-Tuning)」アイコンが表示されます。「ASRock 
マザーボードユーティリティ (A-Tuning)」  アイコンをダブルクリックすると、ASRock マ
ザーボードユーティリティ (A-Tuning) のメインメニューが表示されます。

3.2.2  ASRock マザーボードユーティリティ (A-Tuning) を使
用する
ASRock マザーボードユーティリティ (A-Tuning) のメインメニューには次の 4 つのセクショ
ンがあります :Operation Mode ( 操作モード ) 、System Info ( システム情報 ) 、FAN-Tastic 
Tuning (FAN-Tastic チューニング ) 、Settings ( 設定 ) 。

Operation Mode ( 操作モード )
コンピューターの操作モードを選択します。

素早く電源とシステム性能が調整できます。

性能向上 標準モード ECO モード


